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新年のごあいさつ

特集 経営再建への取り組み

始まります！ 税の申告受付

新型コロナワクチン 最新情報 ほか

令和 5年度 会計年度任用職員の募集

マイナンバーカード申請サポートキャンペーン

　よつば保育園の餅つき大会。「よいしょ！」

「がんばれー！」と元気いっぱいのかけ声に

包まれ、園児たちはぺったんぺったんと楽し

そうに餅をつきました。ついたお餅は鏡餅に

して園に飾られました。（12 月 7 日撮影）
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染
症
重
点
医
療
機
関
」
及
び
「
受
入

協
力
医
療
機
関
」
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
と
と
も
に
、
新
病
院
事
業
管

理
者
の
も
と
、
再
建
に
向
け
た
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
沿
っ
て
経
営
改
善
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
コ
ロ
ナ

禍
や
物
価
高
騰
対
策
の
ほ
か
、
デ
ジ

タ
ル
化
や
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
推

進
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し

て
も
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

新
た
な
年
が
市
民
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
輝
か
し
い
１
年
と
な
り
ま
す

よ
う
、
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

謹
賀
新
年

別
シ
ル
バ
ー
ウ
イ
ー
ク
、
市
民
文
化

祭
な
ど
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
市
の
歴
史
的
建
造
物
で
登

録
有
形
文
化
財
の
北
海
道
林
木
育
種

場
旧
庁
舎
の
利
活
用
に
よ
る
店
舗

オ
ー
プ
ン
に
加
え
、
各
小
中
学
校
の

行
事
や
地
域
行
事
も
徐
々
に
再
開
さ

れ
る
な
ど
、
明
る
い
兆
し
も
見
え
て

お
り
ま
す
。

　

他
方
、
市
議
会
で
は
、
感
染
症
対

策
を
徹
底
し
、
本
会
議
や
委
員
会
な

ど
を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。
各
常
任

委
員
会
の
所
管
施
設
調
査
や
道
外
へ

の
先
進
地
行
政
調
査
な
ど
も
再
開
し

た
。

　

特
に
コ
ロ
ナ
関
連
で
は
、
感
染
力

の
強
い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
報
告
さ
れ
、

前
年
に
続
き
、
医
療
関
係
者
を
は
じ

め
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
な

ど
の
感
染
症
対
策
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
大
雪
に

つ
き
ま
し
て
は
、
雪
対
策
関
連
事
業

の
見
直
し
を
行
い
、
「
安
全
・
安
心

な
冬
の
暮
ら
し
の
確
保
」
に
つ
な
げ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

長
年
の
課
題
で
あ
り
ま
し
た
「
北

海
道
林
木
育
種
場
旧
庁
舎
」
は
、

「
サ
ッ
ポ
ロ
珈
琲
館 

江
別 

〖
Ｒ

ｉ
ｎ

ｂ
ｏ
ｋ
ｕ
〗
」
と
し
て
再
生
さ
れ
、「
は

た
ほ
か
、
市
議
会
の
活
動
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、
ご
意
見
を
伺
う
「
市
民

と
議
会
の
集
い
」
も
３
年
ぶ
り
に
開

催
し
、
雪
対
策
を
は
じ
め
市
政
全
般

に
つ
い
て
、
広
く
意
見
交
換
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
市
の
現
総
合
計
画
は
令
和

５
年
度
で
終
了
し
、
来
年
４
月
か
ら

第
７
次
総
合
計
画
に
よ
る
江
別
市
の

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
ま

す
。

　

「
市
立
病
院
の
経
営
再
建
」
、
「
市

役
所
本
庁
舎
の
建
て
替
え
」
、
「
江
別

駅
周
辺
の
活
性
化
」
な
ど
、
市
政
全

般
に
わ
た
り
多
く
の
行
政
課
題
が
山

積
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
４
月
で
、
私
ど
も
議
員
は
現

任
期
の
満
了
を
迎
え
ま
す
が
、
改
選

後
に
お
い
て
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

負
託
や
ご
期
待
に
応
え
る
た
め
、
議

決
機
関
と
し
て
の
役
割
を
し
っ
か
り

果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、

変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し

て
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

や
ぶ
さ
運
動
広
場
」
は
「
都
市
と
農
村

の
交
流
セ
ン
タ
ー
え
み
く
る
」
に
移
転

し
、
少
年
野
球
の
聖
地
と
し
て
誕
生
し

ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
団
体
か
ら
の
要

請
も
あ
り
ま
し
た
、
性
的
少
数
者
へ
の

配
慮
に
つ
い
て
は
、
道
内
２
例
目
と
な

る
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
」

を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
年
は
現
総
合
計
画
の
最

終
年
で
あ
り
、
課
題
と
し
て
取
り
組

ん
で
き
た
人
口
減
少
対
策
に
関
す
る

各
種
施
策
を
進
め
る
ほ
か
、
民
間
事

業
者
の
ア
イ
デ
ア
の
も
と
遊
休
未
利

用
地
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
市
立
病
院
は
、
道
に
指
定

さ
れ
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
健
や
か
に
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ

り
、
市
議
会
の
活
動
に
対
し
ま
し
て

温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
、
江
別
市
民
夏
ま
つ

り
の
中
止
を
は
じ
め
、
市
主
催
の
行

事
や
イ
ベ
ン
ト
も
中
止
や
制
限
を
受

け
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
え
べ
つ
や
き
も

の
市
や
江
別
市
平
和
の
つ
ど
い
、
江

江
別
市
長

三
好
　
昇

江
別
市
議
会
議
長

宮
本
　
忠
明
Miyamoto

Tadaaki

Miyoshi

Noboru
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
か
ら

市
政
各
般
に
深
い
ご
理
解
と
温
か
い

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
相
次
ぐ
変
異
や
そ
れ
に
伴
う
感
染

拡
大
、
過
去
に
例
を
見
な
い
大
雪
、

約
30

年
ぶ
り
と
な
る
原
油
・
物
価
高

騰
な
ど
が
、
市
民
生
活
や
市
内
経
済

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
ほ
か
、

ロ
シ
ア
連
邦
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
で
は
、
数
多
く
の
一
般
市
民
の
尊

い
人
命
が
奪
わ
れ
、
平
和
都
市
宣
言

を
す
る
市
と
し
て
、
平
和
の
大
切
さ

を
再
認
識
し
た
１
年
で
ご
ざ
い
ま
し
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市政功績者

　平成 3年 2月から現在に至るまでの永き

にわたり、社会福祉法人北海道友愛福祉会

の役員を務められ、その間、常務理事、評

議員、理事長などの要職を歴任され、市民

の福祉向上に尽力されています。

中
な か た

田 清
きよし

さん

　　　　 （82 歳）

　昭和 59 年 4 月から現在に至るまでの

永きにわたり社会奉仕の精神をもって江

別更生保護女性会理事、事務局長、会長

などの要職を歴任され、市の民生福祉の

向上に尽力されています。

田
た は ら

原 久
く み こ

美子さん

　　　　　    （82 歳）

　平成 21 年 8 月からの 6年間、江別市男女共同

参画審議会会長を務められ、男女共同参画の実現

と普及を目指し尽力されました。また、江別市特

別職報酬等審議会委員、江別市民健康づくり推進

協議会委員、江別市立学校学校評議員などを務め

られ、幅広い分野において市勢の発展に大きく貢

献されました。

市政功労者

　平成 7年 5月からの永きにわたり江

別市自治会連絡協議会理事、副会長、

会長などの要職を歴任され、自治振興

の分野において多大な尽力をされまし

た。

佐
さ と う

藤 功
つとむ

さん

　　　　　
   

 （85 歳）

　昭和 51 年 5 月から現在に至るまで

の永きにわたり、江別市水上安全赤十

字奉仕団副委員長、委員長などの要職

を歴任され、社会奉仕の精神をもって、

本市の社会福祉の向上と推進に尽力さ

れています。

工
く ど う

藤 祐
ゆ う ぞ う

三さん　　　　　    　
（85 歳）

市への功績をたたえて

令和４年度  市政功労者・功績者、貢献賞の受賞者

　市では、永年にわたって江別市の振興と発展に尽力された方や、経済、社会、文化などの興隆

に寄与された方の努力と功績をたたえ、表彰を行っています。今年は、市政功労者 1名のほか、市

政功績者 5名、貢献賞受賞者 4名を表彰しました。　※年齢は表彰式時点

詳細
 総務部総務課　☎ 381-1005

江別市貢献賞

　平成 5年から平成 30 年まで 25 年の永

きにわたり、江別地区保護司会事務局長、

副会長、会長などの要職を歴任され、社

会奉仕の精神をもって、本市の民生福祉

の向上に尽力されました。

五
い が ら し

十嵐 幸
ゆ き え

江さん　　　　　 （81 歳）

　昭和 54 年から現在に至るま

での間に、東野幌団地自治会副

会長、会長を務められたほか、

平成 20 年から現在に至るまで

の間に、江別市自治会連絡協議

会監事、理事を務められてお

り、自治振興の分野において多

大な尽力をされています。

　平成 7年から現在に至るまで

の永きにわたり、江別市子ども

会育成連絡協議会理事を務め

られ、青少年の健全な育成に尽

力されています。また、保護司、

民生委員・児童委員を歴任さ

れ、地域福祉の伸展に尽力され

ました。

　昭和 61 年から平成 16 年まで

の 18 年の永きにわたり、民生

委員・児童委員、主任児童委員

を歴任され、社会奉仕の精神を

もって市民の立場に立った助

言、支援を行うなど、市の民生

福祉の向上に大きく貢献され

ました。

　平成元年から令和 2年まで江

別市消防団北部分団の副分団

長、分団長を歴任されるなど、

奉仕の精神をもって献身的に

消防団業務にあたり、日夜地域

住民のために尽力し、本市の消

防活動の伸展に大きく貢献さ

れました。

市政功績者

古
ふ る か わ

川 淳
あ つ こ

子さん 

（82 歳）

髙
たか は し

橋 安
や す お

雄さん　　　　　    （82 歳）

田
た な か

中 道
み ち お

男さん　　　　　    （83 歳）

眞
ま じ ま

島 紀
き え こ

惠子さん　　　　　    （82 歳）

奥
おく む ら

村 光
みつひ さ

久さん　　　　　 （71 歳）
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 用語解説① 初診時選定療養費とは

　「初期の診察はかかりつけ医で、高度・専門医療は 200 床以上の病院で行う」とい

う医療機関の機能分担の推進を目的として国が定めた制度で、200 床以上の病院では、

紹介状を持たずに外来受診する患者に対して、保険診療費とは別に徴収することが認

められている料金が、“初診時選定療養費”です。

令和 4年 7月から初診時選定療養費を改定

　市立病院では、平成 14 年 4 月に導入して以降、改定していませんでしたが、国が

進める方向性を踏まえて、地域のかかりつけ医との連携を強化し、入院前後の外来や

高度医療機器などを必要とする外来を中心に取り組むため、令和 4年 7月から内科全

般を対象に 400 円から 1,500 円（税抜き）に改定しました。

　内科医は限られた人数で、通常の外来のほかに発熱外来、入院管理、日当直などを担っ

ており、病状が安定している方や投薬が中心の方はかかりつけ医にお願いし、市立病

院は紹介患者や救急患者などの受け入れを一層推進することを目的としています。

※ 救急搬送された方、公費負担受給対象者、休日当番病院の受診などは徴収対象外

　

市
立
病
院
は
、
地
域
に
お
い
て

必
要
と
さ
れ
る
医
療
を
持
続
的
に

提
供
で
き
る
体
制
を
確
保
し
つ

つ
、
経
営
再
建
を
着
実
に
推
進
す

る
た
め
、
令
和
３
年
３
月
に
「
経

営
再
建
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
に
基
づ
き
、
「
地
域
の
医

療
を
つ
な
ぎ
、
地
域
に
密
着
し
た

医
療
を
提
供
し
、
地
域
の
発
展
に

貢
献
す
る
病
院
」
の
実
現
を
目
指

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
広
報
え
べ
つ
で
は
、

特
集
や
コ
ラ
ム
な
ど
で
、
経
営
危

機
に
陥
っ
た
経
緯
や
経
営
再
建
の

取
り
組
み
な
ど
を
お
伝
え
し
て
き

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
医
療
機
関
の
役
割
分

担
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

特
集
し
ま
す
。

詳
細

 

市
立
病
院
経
営
改
善
担
当

☎
382
—
５
１
５
１

経
営
再
建
へ
の

取
り
組
み

特

集

医
療
を
継
続
す
る
た
め

外
来
機
能
の
分
担

～
医
療
機
関
の
役
割
分
担
と
地
域
医
療
連
携
～

● 

か
か
り
つ
け
医
と
の
役

割
分
担
を
進
め
、
紹
介
・

逆
紹
介
の
増
加
を
図
る
｟
左

ペ
ー
ジ
参
照
｠

● 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
ま
ん
延
な
ど
を

踏
ま
え
、
感
染
症
医
療
を

地
域
の
医
療
機
関
と
連
携

を
図
り
適
切
に
対
応
す
る

● 

総
合
病
院
と
し
て
複
数

の
診
療
科
を
維
持
し
つ
つ
、

市
立
病
院
が
担
う
べ
き
医

療
に
重
点
的
に
取
り
組
む

●

「
初
診
時
選
定
療
養
費
」

｟
用
語
解
説
①
｠
の
水
準
を

見
直
す

● 

国
が
進
め
る
「
紹
介
受

診
重
点
医
療
機
関
」
｟
用
語

解
説
②
｠
と
な
る
た
め
の

準
備
を
進
め
る

　過去に掲載し

た内容は、下の

QR コード（市

立病院ホーム

ページ）からご

覧ください。

　

市
立
病
院
が
地
域
に
お
い
て
担

う
べ
き
医
療
は
、
主
に
手
術
や
入

院
治
療
が
必
要
な
方
、
専
門
的
な

検
査
が
必
要
な
方
へ
対
応
す
る
こ

と
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
限
ら

れ
た
医
療
資
源
を
効
率
的
に
活
用

し
、
こ
れ
ら
の
医
療
を
継
続
す
る

た
め
に
、
外
来
機
能
の
分
担
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

〖
主
な
取
り
組
み
〗
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 用語解説② 紹介受診重点医療機関とは

　紹介された患者への外来診療を基本とする医療機関です。

一般病床 200 床以上の病院に限られ、紹介状を持たない患

者などの外来受診時に定額負担を求めることで、医療機関

の役割分担を図ろうとするものです。

　国では、かかりつけ医機能を強化するとともに、外来機能

の明確化・連携を進めていくため、患者の受診の流れの円

滑化を図り、医療資源を重点的に活用する外来の機能に着

目した、「紹介受診重点医療機関」の明確化を進めています。

【医療資源を重点的に活用する外来イメージ】

○入院前後の外来　

○高度医療機器・設備を必要とする外来（がん化学療法など）　

○特定の領域に特化した機能を有する外来（紹介患者に対する

　外来など）

専門的な診療が必要な患者

病状が安定した患者

市立病院へ“紹介”

かかりつけ医へ“逆紹介”

市立病院かかりつけ医

　初期の体調不良や慢

性的な症状は「かかり

つけ医」が担う

　10 月 18 日に、江別医師会と市立病院の共催

で、第 7 回江別医師会研修会を開催しました。

3 年ぶりに開催され、会場での開催と WEB 配信

を行いました。

　副題を「地域医療連携を考える会」とし、市

立病院から認知症疾患医療センター長 松山清
きよ

治
じ

医師、事業管理者 長
は せ べ

谷部直
なおゆき

幸医師が講演を

行いました。地域の医療機関と市立病院の連携

を図るには、医師同

士の「顔が見える連

携」が欠かせないた

め、今後も継続して

取り組みます。

地域の医療機関と連携を図るため

江別医師会研修会を開催しました

【かかりつけ医と市立病院の役割分担】

国
の
推
進
に
基
づ
く

か
か
り
つ
け
医
と
の
役
割
分
担手術・入院治療

救急患者の受け

入れ

高度医療機器を

利用した精密検

査

などを担う

　

地
域
の
か
か
り
つ
け
医
と
適
切

に
外
来
機
能
を
分
担
す
る
こ
と
で
、

市
立
病
院
に
し
か
で
き
な
い
医
療

に
力
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
外
来
で
の
待
ち
時
間
の

短
縮
や
勤
務
医
の
外
来
診
療
業
務

負
担
の
軽
減
な
ど
の
効
果
も
見
込

ま
れ
、「
団
塊
の
世
代
」
が
75
歳
以

上
の
後
期
高
齢
者
と
な
り
、
社
会

保
障
費
の
増
大
と
、
医
療
や
介
護

な
ど
の
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
、

い
わ
ゆ
る
２
０
２
５
年
問
題
に
対

応
す
る
た
め
に
も
重
要
な
取
り
組

み
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

患
者
が
外
来
受
診
を
す
る
際
、
ま

ず
は
地
域
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
｟
診
療
所
｠

な
ど
の
か
か
り
つ
け
医
を
受
診
し
、

か
か
り
つ
け
医
は
、
入
院
治
療
や
手

術
な
ど
の
必
要
に
応
じ
て
、
入
院
病

床
や
高
度
医
療
機
器
を
保
有
す
る

市
立
病
院
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
患

者
は
、
市
立
病
院
な
ど
で
治
療
を
受

け
、
状
態
が
落
ち
着
く
と
、
逆
紹
介

に
よ
り
地
域
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
へ

の
受
診
に
戻
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

地
域
の
医
療
機
関
が
適
切
に
役
割
分

担
を
行
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強

み
を
活
か
し
た
医
療
を
提
供
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

とはとは
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出前講座を利用しませんか

　「市立病院の経営改善の取組」を

テーマに出前講座を実施していま

す。これまでの経緯と経営再建の方

向性、経営の質を高める取り組み、

医療の質を高める取り組み、広報活動の充実、直近の経営

状況と今後の課題といった内容について説明します。

　10 月には、野幌地区自治会連絡協議会の方々を対象に、

11 月には、江別消費者協会の方々を対象に実施しました。

　経営改善の内容について、市民の皆さまにご理解いただ

けるよう取り組みを進めていきたいと考えています。出前

講座の希望がありましたら、市立病院経営改善担当（☎

382-5151）にご連絡ください。

認
知
症
医
療
の
充
実
を
図
る

　

市
立
病
院
で
は
、
地
域
に
お
け

る
認
知
症
医
療
の
充
実
化
を
目
指

し
て
、
令
和
４
年
４
月
に
北
海
道

の
指
定
を
受
け
、
認
知
症
疾
患
医

療
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
認
知
機
能
障
害
を
も
つ
方
と

そ
の
家
族
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、

適
切
な
医
療
・
介
護
・
生
活
支
援

な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
き
ま

す
。

　

〖
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
の

主
な
業
務
内
容
〗

①

 

も
の
忘
れ
外
来

　

認
知
症
の
鑑
別
診
断
や
薬
剤
の

選
択
・
調
整
を
行
い
ま
す
。
薬
剤

調
整
が
で
き
ま
し
た
ら
、
か
か
り

つ
け
医
に
情
報
提
供
を
行
い
、
治

療
を
継
続
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

«
運
転
免
許
更
新
の
た
め
の
認
知

症
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
»

　

令
和
４
年
５
月
道
路
交
通
法
改

正
に
よ
り
、
都
道
府
県
公
安
委
員

会
は
、
認
知
症
の
お
そ
れ
が
あ
る

方
に
対
し
、
診
断
書
提
出
命
令
を

実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
当
セ
ン
タ
ー
で
運
転
免
許
更

新
の
た
め
の
認
知
症
診
断
を
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

②

 

認
知
症
看
護
相
談
外
来
で
患

者
と
そ
の
家
族
か
ら
の
相
談
対
応

　

専
門
的
な
知
識
・
技
術
を
も
つ

看
護
師
が
、
認
知
機
能
障
害
を
も

つ
方
や
そ
の
家
族
・
介
護
者
な
ど

か
ら
生
活
の
中
で
の
困
り
ご
と
を

伺
い
、
必
要
と
さ
れ
る
情
報
を
提

供
し
た
り
、
快
適
に
生
活
が
で
き

る
た
め
の
助
言
や
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

③

 

入
院
患
者
の
認
知
症
ケ
ア

　

認
知
症
の
方
が
入
院
し
た
場
合

は
、
精
神
科
リ
エ
ゾ
ン
｟
連
携
｠・

認
知
症
ケ
ア
合
同
チ
ー
ム
に
よ
る

院
内
ラ
ウ
ン
ド
｟
病
室
の
見
回
り
｠

を
行
い
、
安
心
し
て
入
院
生
活
が

送
れ
る
よ
う
、
病
棟
看
護
師
と
と

も
に
ケ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。

④

 

北
海
道
や
市
の
認
知
症
事
業

へ
の
協
力

　

認
知
症
の
方
を
地
域
で
支
え
る

た
め
、
近
隣
の
認
知
症
疾
患
医
療

セ
ン
タ
ー
で
あ
る
江
別
す
ず
ら
ん

病
院
な
ど
の
医
療
機
関
に
加
え
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
市
役

所
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
多
職
種

の
方
た
ち
と
連
携
し
て
い
き
ま

す
。
事
例
検
討
会
や
研
修
会
な
ど

を
定
期
的
に
開
催
し
、
「
地
域
と

顔
の
見
え
る
関
係
」
の
構
築
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

⑤

 

情
報
発
信

　

認
知
症
に
関
す
る
情
報
を
発
信

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
一
般
市

民
や
認
知
症
の
方
を
対
象
と
し
た

認
知
症
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
企
画
し

て
い
き
ま
す
。
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向
の
特
性
と
し
て
、
多
く
の
診
療

所
が
あ
り
外
来
医
療
が
充
実
し
て

い
る
こ
と
、
が
ん
の
患
者
さ
ま
な

ど
の
入
院
に
お
け
る
市
外
流
出
が

顕
著
で
あ
る
こ
と
、
救
急
受
け
入

れ
体
制
が
縮
小
し
て
い
る
こ
と
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
定
程
度
は
札
幌
市
内
の
医
療

機
関
と
の
連
携
が
必
要
で
す
が
、

年
間
千
件
以
上
の
救
急
車
を
受
け

入
れ
て
い
る
こ
と
や
、
今
後
ま
す

ま
す
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
、
が

ん
と
闘
う
高
齢
の
患
者
さ
ま
が
札

幌
市
ま
で
通
院
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
現
状
を
考
え
る
と
、
３
０
０
床

以
上
の
病
床
を
持
つ
市
立
病
院
に

は
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
を
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
公
立
病
院
と
し
て

必
要
な
医
療
提
供
体
制
を
維
持
す

る
責
務
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
の
役
割
と
し
て
、
①

急
性
期
の
入
院
治
療　

②
地
域
の

医
療
機
関
と
連
携
し
た
救
急
医
療

③
が
ん
を
は
じ
め
と
す
る
一
定
の

専
門
医
療　

④
市
内
唯
一
の
病
床

を
持
つ
小
児
医
療　

⑤
市
内
唯
一

の
分
娩
施
設
と
し
て
の
周
産
期
医

療　

⑥
認
知
症
に
欠
か
せ
な
い
精

神
医
療
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

経
営
再
建
に
向
け
た

職
員
の
機
運
の
高
ま
り

　

経
営
再
建
に
向
け
た
職
員
の
機

ホームページをリニューアルしました
【主なリニューアル内容】

　・デザインを一新

　・スマートフォンからも見やすい構成に対応

　・目的の情報へのアクセスしやすい構成に改善

　・掲載内容の充実　など
　市立病院ホームページからご

覧いただくか、右の QR コード

を読み込んでください。

市立病院紹介動画

を作成しました！

リニューアルに合わせて

地
域
医
療
に
対
す
る
考
え

　

市
民
の
皆
さ
ま
が
地
域
で
の
生

活
を
続
け
る
た
め
に
は
、
新
た
な

脅
威
と
な
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の
新
興
感

染
症
へ
の
対
応
を
含
め
、
各
医
療

機
関
の
連
携
に
よ
る
地
域
完
結
型

の
医
療
提
供
体
制
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
構
築
を
す
る
に
は
、
連

携
強
化
と
機
能
分
化
が
不
可
欠
で

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
視
点
に

立
っ
て
、
幅
広
い
連
携
体
制
を
確

立
し
な
が
ら
、
地
域
医
療
を
提
供

し
て
い
く
こ
と
が
基
本
と
考
え
て

い
ま
す
。

地
域
医
療
に
お
け
る

市
立
病
院
の
位
置
づ
け

　

私
が
昨
年
４
月
に
市
立
病
院
に

着
任
し
て
か
ら
、
各
医
育
大
学
医

局
の
ほ
か
、
地
域
の
医
療
機
関
な

ど
、
多
数
の
施
設
を
訪
問
し
、
市

民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
集
会
に
も

出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
市
立
病
院
へ
の
期
待
が

高
い
こ
と
を
実
感
し
、
急
性
期
医

療
の
提
供
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

予
防
医
療
や
緩
和
医
療
な
ど
、
果

た
す
べ
き
役
割
の
大
き
さ
を
痛
感

し
ま
し
た
。

　

市
の
医
療
提
供
体
制
や
受
療
動

　

江
別
市
病
院
事
業
管
理
者 

長

谷
部
直
幸
医
師
に
、
地
域
医
療
に

対
す
る
考
え
方
を
伺
い
ま
し
た
。

地
域
医
療
に
お
け
る
役
割

運
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
全
て
の

職
員
の
情
熱
と
英
知
を
結
集
し
て

再
建
を
成
し
遂
げ
る
姿
勢
が
重
要

と
考
え
、
多
く
の
改
革
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
実
施
し
て
、
各
職
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
工
夫
を

講
じ
な
が
ら
、
元
気
の
出
る
組
織

作
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

信
頼
さ
れ
る
病
院
を
目
指
し
て

市
民
へ
の
情
報
発
信

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ

て
、
安
全
・
安
心
な
医
療
を
届
け

る
こ
と
が
、
市
立
病
院
の
使
命
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
内
科
診
療
体
制
の
縮
小
や
経

営
悪
化
に
よ
り
、
「
必
要
な
医
療

を
受
け
ら
れ
る
の
か
」
「
市
立
病

院
自
体
が
な
く
な
る
の
で
は
な
い

か
」
と
い
っ
た
不
安
を
市
民
の
皆

さ
ま
に
抱
か
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と

は
事
実
で
す
。
そ
の
信
頼
を
回
復

す
る
た
め
に
も
、
何
に
取
り
組
み
、

何
を
目
指
し
て
い
る
の
か
を
市
民

の
皆
さ
ま
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
情
報
発
信
に
取
り
組
む

と
同
時
に
、
皆
様
か
ら
の
ご
意
見

を
お
聞
き
し
、
信
頼
さ
れ
る
病
院

を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
次
の
機
会
に
は
、
将
来

目
指
す
べ
き
地
域
医
療
の
あ
り
方

と
し
て
、
私
の
描
く 

高
度
先
進
地

域
医
療 
｟
造
語
｠
と
い
う
概
念
を

ご
紹
介
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

江別市病院事業管理者

長
は せ べ

谷部 直
なおゆき

幸
 

医師

”

“

「将来の地域医療のあり方として、

“高度先進地域医療”を目指します。」
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■ 

確
定
申
告
が
必
要
な
方

【 

給
与
収
入
の
あ
る
方 

】

● 
給
与
の
収
入
金
額
が
2

千
万
円

を
超
え
る
方

● 

給
与
を
1

か
所
か
ら
受
け
て
い

て
、
給
与
、
退
職
金
以
外
の
所
得

が
20

万
円
を
超
え
る
方

例
:
給
与
を
１
か
所
か
ら
受
け
て

い
て
公
的
年
金
等
に
よ
る
収
入
金

額
が
80

万
円

｟
令
和
５
年
１
月

１
日
時
点
で
65

歳
以
上
の
方
は

１
３
０
万
円
｠
を
超
え
る
方

● 

２
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け

て
い
る
方

※
給
与
の
収
入
金
額
の
合
計
額
に

よ
っ
て
は
申
告
不
要
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

【 

寄
附
を
し
た
方 

】

● 

定
め
ら
れ
た
団
体
に
２
千
円
を

超
え
る
寄
附
を
し
て
、
寄
附
金
控

除
を
受
け
る
方

※
６
か
所
以
上
の
自
治
体
に
ふ
る

さ
と
納
税
を
し
た
方

※
５
か
所
以
内
の
自
治
体
に
ふ
る

さ
と
納
税
し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特

例
制
度
を
利
用
し
て
い
な
い
方

【 

公
的
年
金
収
入
の
あ
る
方 

】

● 

公
的
年
金
収
入
が
合
計
４
０
０

万
円
を
超
え
る
方

● 

公
的
年
金
収
入
が
合
計
４
０
０

万
円
以
下
で
、
そ
れ
以
外
に
20

万

円
超
の
所
得
が
あ
る
方

※
公
的
年
金
収
入
が
４
０
０
万
円

■ 

住
民
税
申
告
が
必
要
な
方

● 

公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票

に
記
載
さ
れ
た
控
除
内
容
｟
扶
養
・

障
害
者
・
社
会
保
険
料
・
生
命
保

険
料
・
医
療
費
な
ど
｠
の
変
更
や

追
加
を
行
う
方
｟
控
除
の
追
加
に

よ
り
住
民
税
が
減
額
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
｠  

● 

公
的
年
金
収
入
が
合
計
４
０
０

万
円
以
下
で
、
20

万
円
以
下
の
公

的
年
金
以
外
の
所
得
が
あ
る
方

● 

給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
に
20

万
円
以
下
の
所
得
が
あ
る
方 

● 

所
得
税
は
か
か
ら
な
い
が
事
業

所
得
や
不
動
産
所
得
が
あ
る
方

※
札
幌
東
税
務
署
で
は
住
民
税
申

告
は
受
け
付
け
し
て
い
ま
せ
ん

始
ま
り
ま
す
！

　

税
の
申
告
受
付　
市
民
税
課
☎
381
‐
１
０
１
２

▼

 

確
定
申
告
・
住
民
税
申
告
　
ど
ん
な
人
が
必
要
に
な
る
？以

下
で
そ
れ
以
外
の
所
得
が
20

万

円
以
下
の
方
は
、
確
定
申
告
不
要

で
す
が
、
各
種
控
除
申
告
を
す
る

こ
と
で
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る

方
｟
※
１
｠
は
確
定
申
告
が
必
要

で
す
。

確定申告が必要ない方でも

税金が還付される場合があります

 各種控除を申告することで、納めすぎた所

得税が還付される場合があります。所得税

の還付を受ける方は札幌東税務署、または

市民会館で申告してください。※所得税が

還付されない場合でも住民税申告を行うこ

とで住民税が減額される場合があります。

※１

　上記に該当せず、住民税（市・道民税）

が非課税の方は申告の義務がありませんが、

所得証明書などが必要な方は、市に課税資

料がないことにより発行できない場合があ

るため、申告をおすすめします。

　また、国民健康保険や後期高齢者医療制

度などに加入されている方は、軽減判定や

所得区分判定により必要となる場合があり

ます（軽減が受けられない場合があります）。

● 国民健康保険

   国保年金課　☎ 381-1028

● 後期高齢者医療制度

   医療助成課　☎ 381-1403

　

申告の義務がない方でも

申告が必要となる場合があります

   国保年金課　☎ 381-1028   国保年金課　☎ 381-1028

   医療助成課　☎ 381-1403   医療助成課　☎ 381-1403
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申　告　会　場

市民会館 21 号室 大麻集会所（市大麻出張所 2階）

札幌東税務署 ※ 3
（札幌市厚別区厚別東4条4丁目8番8号)

☎ 897-6111

日 程
2/9 ㈭ ～ 3/15 ㈬

閉庁日（土・日・祝日）を除く　
※1

2/6 ㈪ ～ 2/7 ㈫
2/16 ㈭ ～ 3/15 ㈬

閉庁日（土・日・祝日）を除く
2/19 ㈰、26㈰は会場を開設します

開 場 8：45 8：45 8：30

受付時間
 9：00 ～ 11：30
13：00 ～ 16：00
3/15 ㈬は 14：30 まで

 9：30 ～ 11：30
13：00 ～ 15：45

9：00 ～ 16：00

受付可能
な申告の

種類

住民税申告 確定申告 住民税申告 確定申告 住民税申告 確定申告

○ 一部※ 2 ○ × × ○

事前予約 あり（下記のとおり） なし
あり

（国税庁 LINE 公式アカウントから

入場整理券の事前発行ができます）

【市民会館で受付できない確定申告】

●住宅借入金等特別控除を受ける方 　  ●配当収入（株式など）申告を行う方          ●株式などの譲渡損失を翌年以降に繰り越す方

●不動産貸し付けで収入のある方    　  ●給与収入があり特定支出控除を受ける方 　　 ●土地や建物、株などを売り収入を得た方 

●退職金の申告を行う方　　　　  　  ●更正請求や修正申告を行う方　　　　　　    ●災害・盗難などで一定額以上の被害にあった方

●個人で農業や商店、飲食店、生命保険外交員などの事業を行っている方

▼ 申告会場や日程

※ 1 混雑時は、受け付けを早めに締め切ることがあります。また、確定申告は 3/15 ㈬までです。16 ㈭以降は市役所で受け付けができませ

　　んので、札幌東税務署へご相談ください。

※ 2 給与収入、年金収入などの雑収入がある方の還付申告を受け付けます。

※ 3 入場整理券を配布します（事前発行をしていない場合は、当日に配布します）。混雑時は、後日に来場となる場合があります。詳細は、 

　　 札幌東税務署にお問い合わせください。

▼ WEB・電話の事前予約が便利（市民会館のみ）

　市民会館で受け付け予定の確定申告・住民税申告は、新型コ

ロナウイルス感染症の感染拡大状況を鑑み、一部事前予約制を

導入して感染防止に配意し実施します。予約なしでも申告でき

ますが、予約者が優先になります。

● 予約枠

期間中の 9:00 から 11:30 まで、13:00 から 16:00 までの間で 30

分単位。（土日祝日を除く）

※ 3/15 ㈬のみ 14:30 まで

▶
予
約
サ
イ
ト

● 留意点
・夫婦など複数人で申告する場合、１人１枠ずつの予約が必要です

・医療費控除がある場合は事前に明細書を記載してください

・混雑状況によって予約した開始時刻より遅れる場合があります

・予約受付後に変更するときは受付期間内に連絡をお願いします

・予約時間までに来場されない場合はキャンセル扱いになります

・12 月から予約を開始しています。希望の日時に沿えない場合

　もありますので予約はお早めにお願いします

● 予約方法

WEB:右下 QR コードの予約サイトから24時間受け付け

電話：専用ダイヤルへ電話 (平日 8:45 ～ 17:15）

　　　☎ 080-7685-8292　または　☎ 080-7686-0550

※ 電話予約は混み合うことが予想されます。つながりにくい場

　　合は、時間をあけていただくか WEB 予約をご利用ください。

● 受付期間

WEB：希望日の 5日前まで　電話：1/31 ㈫まで

   申告に必要なもの

未取得の方は通知カード
※
＋運転免許証、公的医療保険の被保険者証など

□ 申告者名義の預貯金の口座番号（還付申告者のみ）

□ 令和 4年 1月～12月の収入金額、経費などを証
明できる書類（源泉徴収票、領収書など）

※ 通知カードは記載事項（氏名、住所など）に変更がない場合または正

しく変更手続きがとられている場合に限り有効

※ 通知カードが手元にない場合は住民票の写しまたは住民票記載事項証

明書（マイナンバーの記載があるもの）

□ マイナンバーカード □ 控除に関する書類　　

前年中に支払った生命保険料、地震保険料などの各種控除証明書

前年中に支払った国保税やその他の健康保険料、国民年金保険料、

介護保険料などの各種控除証明書、口座振替済通知書や領収書（国

保税・介護保険料の口座振替済通知書は 1月中旬頃発送予定）

障害者手帳、障害者控除対象者認定書など

医療費控除の明細書※領収書の提出では控除を受けられません。必

ず来場前に作成してください。

寄附金の証明書

●

●

●

●

●

申告に必要なもの
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医
療
費
控
除

　

令
和
４
年
１
月
～
12

月
に
支

払
っ
た
医
療
費
な
ど
が
10

万
円

｟
所
得
２
０
０
万
円
未
満
の
場
合

は
所
得
の
５
％
｠
を
超
え
た
場
合
、

超
え
た
分
を
医
療
費
控
除
と
し
て

申
告
で
き
ま
す
。
※
対
象
と
な
る

医
療
費
の
詳
細
は
札
幌
東
税
務
署

へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

　

な
お
、
申
告
に
必
要
な
医
療
費

控
除
の
明
細
書
は
、
必
ず
来
場
前

に
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。
領
収
書

の
提
出
で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ

ん
。
事
前
準
備
し
て
い
な
い
場
合
、

会
場
で
作
成
が
必
要
な
た
め
時
間

が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
他
の
控
除
の
合
計
額
が
所
得
金

額
を
上
回
っ
て
い
る
方
は
、
還
付

さ
れ
る
所
得
税
額
は
変
わ
り
ま
せ

ん
が
、
住
民
税
額
が
減
額
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

【 

医
療
費
は
還
付
さ
れ
ま
せ
ん 

】

　

医
療
費
控
除
は
医
療
費
が
還
付

さ
れ
る
制
度
で
は
な
く
、
所
得
か

ら
控
除
し
て
計
算
す
る
こ
と
で
、

所
得
税
の
還
付
や
減
額
、
住
民
税

の
減
額
を
す
る
制
度
で
す
。

 

市
民
税
課 

☎
381
—
１
０
１
２

　

基
準
日
｟
令
和
４
年
12

月
31

日

時
点
｠
に
、
左
記
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
場
合
は
、
「
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書
」
を
申
告
の
際

に
添
付
す
る
こ
と
で
、
障
害
者
控

除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

の
発
行
は
、
江
別
市
役
所
西
棟
１

階
介
護
保
険
課
14

番
窓
口
で
行
っ

て
い
ま
す
。
無
料
。

【 

要
件 

】

● 

65

歳
以
上
で
要
支
援
２
ま
た
は

要
介
護
１
～
５
の
認
定
を
受
け
て

い
る
方

 
介
護
保
険
課
審
査
相
談
係

☎
381

—
１
０
６
７

　

相
続
し
た
空
き
家
や
、
相
続
し

た
空
き
家
を
取
り
壊
し
た
後
の
土

地
を
譲
り
渡
し
た
際
に
、
確
定
申

告
で
「
被
相
続
人
居
住
用
家
屋
等

確
認
書
」
を
添
付
す
る
こ
と
で
、

空
き
家
の
譲
渡
所
得
特
別
控
除
特

例
の
対
象
と
な
り
、
相
続
し
た
空

き
家
や
土
地
を
譲
っ
て
得
た
所
得

か
ら
３
千
万
円
ま
で
控
除
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

「
被
相
続
人
居
住
用
家
屋
等
確

認
書
」
の
発
行
は
、
江
別
市
役
所

１
階
資
産
税
課
８
番
窓
口
で
行
っ

て
い
ま
す
。
無
料
。

※
市
民
会
館
で
は
申
告
を
受
け
付

け
で
き
ま
せ
ん
。
札
幌
東
税
務
署

で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

 

資
産
税
課 

☎
381
—
１
４
０
４

空
き
家
の
譲
渡
所
得

特
別
控
除
特
例

要
介
護
・
要
支
援
認
定
を

受
け
て
い
る
方
の
障
害

者
控
除

事
前
準
備
は
済
ん
で
い
ま
す
か

控
除
に
関
す
る
手
続
き

札幌東税務署からのお知らせ

いつでもどこでもスマホ申告 !

　税務署では、来署せずに自宅などから申告手続きが

できる「スマホ申告」を推進しています。

簡単便利な「スマホ申告」を、ぜひご利用

ください。

マイナポータル連携による

申告書への自動入力対象が拡大 !

国税の納付はスマホでスマートに !

　事前の手続きが不要で、いつでもどこで

も納付ができる「スマホアプリ納付」を、

ぜひご利用ください。

詳細
 札幌東税務署 ☎ 897-6111

　「公的年金等の源泉徴収票」に記載の保険料額と昨年6月に市から送付

した「保険料額決定通知書」に記載の保険料額は、積算期間がそれぞれ異

なるため一致しない場合があります。申告の際は「公的年金等の源泉徴収票」

に記載の保険料額を記入してください。　　　医療助成課 ☎ 381-1403

年金から差し引かれている

介護保険料・後期高齢者医療保険料の記入にご注意を

　税務署で不動産収入を申告する際は、固定資産課税明細書をご利用く

ださい。各家屋および土地ごとの相当税額を記載した課税明細書は、昨年

5月に発送した「固定資産税・都市計画税納税通知書」に添付しています。

　　　資産税課 ☎ 381-1404

　所得税と異なる課税方法を選択し、市民税・道民税の申告不要制度を選

択する場合、確定申告書の「特定配当等・特定株式等譲渡所得の全部申告

不要欄」にチェックしていただければ、市民税・道民税の申告書の提出は

必要ありません。一部のみ申告不要とする場合は、従来どおり市民税・道

民税の申告書の提出が必要です。　　　市民税課 ☎ 381-1012

上場株式等の配当所得および譲渡所得

詳細

詳細

詳細

　令和4年分確定申告からは、新たに医療費通知情報

（1年分）、公的年金などの源泉徴収票および国民年金

保険料控除証明書もマイナポータル連携の対象となり

ました。自動入力の対象範囲は、今後も順

次拡大予定です。なお、ご利用にはマイナ

ンバーカードが必要です。

不動産収入を申告する際は

固定資産課税明細書のご利用を

Ｑ
&A

確定申告

よくある質問

　確定申告の時期に

は 全 国 で 2,000 万 人

を超える納税者の方々

が確定申告をされるた

め、税務署および電話

相談窓口は大変混雑し

ます。そのため、国税

庁のホームページでは、

確定申告時期に問い合

わせの多い質問と一般

的な回答、申告の際に

誤りの多い事例を掲載

していますので、申告

の参考にしてください。

▼

国税庁ＨＰは

　こちらから
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ワクチンの予約 / お問い合わせ先

■ 電話予約/予約のお問い合わせ

江別市新型コロナワクチンコールセンター

☎ 011-600-1234（8:45 ～ 17:15）

※ 土日、祝日も受け付けています。（年末年始を除く）

■ 副反応などに関するお問い合わせ

北海道専門相談ダイヤル

☎ 0120-306-154（9:00 ～ 17:30)

※ 土日、祝日も受け付けています。

　市のホームページ（右の

QR コード）から予約してく

ださい。

※ アクセスが集中すると、

つながりにくくなる場合があります。

■ インターネット予約

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
お
早
め
に

　1 ～ 3 月は、青年センターの開設はあ

りません。市民会館・大麻公民館で集団

接種を実施しますので、予約のうえ、接

種をお願いします。

集団接種会場について

　「江別パソコン利用研究会（EPOC）」では、パソコンの基本を学ぶ入門・初級部

会や Excel・Word・PowerPoint の使い方を習得する部会、ゲーム作りを体験する

プログラミング部会、動画編集を学んで YouTube チャンネルの作成を目指す部会

や、インターネット活用の学習など、目的別にさまざまな部会に分かれて学習し、

情報を活用する能力の向上を目指しています。

　また、情報図書館で毎月開催されているパソコン教室のお手伝いをするなど、学

習で得た成果を地域に還元し、地域社会の情報化に貢献する活動を続けています。

ふだんの生活にプラス 1 ここにもあるある！

協働のまちづくり
Part14

楽しく学んで地域の情報化に貢献

より良い地域を目指して、そこに暮らす人々が協力して取り組む

「協働のまちづくり」。わたしたちの身近で行われている取り組み

を紹介します。　　　市民生活課 ☎ 381-1124　詳細

活動のお問い合わせ：江別パソコン利用研究会（EPOC） 　 ☎ 090-1523-0057（小池）
　　　　　　　　　　E メール: koikemituko@outlook.jp　HP: http://e-epoc.jp/wp/　

　新型コロナワクチン接種は強制ではあ

りません。接種後に得られると期待され

る効果と、予想される副反応を

よく考え、ワクチン接種をする

かどうかを決定してください。

ワクチン接種は任意です

りません。接種後に得られると期待され

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
期
間
は
、
令
和

５
年
３
月
31

日
ま
で
で
す
。
令
和
５
年
４
月
１
日

以
降
の
接
種
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
方
針
が
示
さ

れ
て
い
な
い
た
め
未
定
で
す
。

　

年
度
末
に
な
る
と
、
必
ず
し
も
希
望
す
る
日
程
、

会
場
で
の
接
種
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
計
画
的
に
接
種

を
完
了
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

新型コロナワクチン 

最新情報 ※ 掲載内容は後から変更される場合があります

詳細  新型コロナウイルス感染症対策室　☎ 385-8910

　オミクロン株対応ワクチンは、

これまでの接種回数やBA.1株対応、

BA.4-5 株対応などの種類に関わら

ず、1回のみの接種となります

オミクロン株対応ワクチン

について

ノババックスワクチンの

取扱変更

　11 月 8 日以降に、3 ～ 5 回目と

してノババックスを接種する場合、

これまでの接種回数に関わらず、1

回のみの接種となります。

接種回数

接種間隔

ファイザー モデルナ ノババックス 小児ワクチン

1 回目→ 2回目 3 週間 4週間 3週間 3週間

2 回目→ 3回目

3か月 6か月

5か月

3回目→ 4回目

4回目→ 5回目

オミクロン株対応ワクチンオミクロン株対応ワクチン

ノババックスワクチンのノババックスワクチンの

※ 接種間隔は、前回接種したワクチンの種類ではなく、次に接種するワク

チンの種類によって決定します。

例）1～ 3回目をファイザーで接種後、4回目をノババックスで接種しよう

とする場合は、6か月間隔で接種します。

　乳幼児のコロナワクチン接種券を取得

する場合は、接種券の発行申

請が必要です。

　申請方法は市ホームページ

をご確認ください。

乳幼児（生後 6 か月～ 4 歳）の

接種券申請
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会計年度任用職員の募集
▶ 報酬など
各応募先の報酬額は令和 4年度の単価です。

各職種とも通勤手当、期末手当（賞与：年間 1.56 月～ 2.4

月分）、時間外勤務手当などを規定により支給します（一部

職種を除く）。詳細は各応募先にご確認ください。

令和 5 年度
▶ 会計年度任用職員とは
業務繁忙期や職員に欠員が生じたときに、職員の補助などを行

う１会計年度内を任期として採用される非常勤の公務員です。

▶ 任用期間
任用期間は、令和5年4月1日から令和6年3月31日までです。

勤務実績などによって任期を更新する場合があります。

▶ 選考方法
各職種の選考方法は個別面接です。応募が多数の場合は、事

前に書類選考を行うことがあります。

▶ 申込書
応募の際に申込書の提出を必要としている職種があります。

申込書は、市役所、市大麻出張所などに置いてあるほか、市ホー

ムページでも入手できます。詳細は各応募先にご確認ください。
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事務・業務補助員（30 名程度募集）

場所：各庁舎　応募：1/6 ㈮～1/20 ㈮（必着）

【業務内容】窓口応対、パソコンでの文書作成、集計作業などの

           補助業務 ※詳細は配属先ごとに定める　　　

【勤務時間】週 30 時間程度勤務 

           ※配属先により土日勤務の可能性あり　　　

【報    酬】月額 116,593 円～123,948 円（職歴に応じて月額を決

           定）※期末手当（賞与 : 年間 1.56 月～ 2.4 月分）、

　　　　　 時間外勤務手当などは規定に応じて支給

【応募資格】パソコンを使用して文書作成や表計算作業ができる

           高卒以上の方　　

【応募方法】必要事項を記入した申込書と通常はがきを郵送

【応 募 先】職員課（☎ 381-1007）〒 067-8674 高砂町 6

市民相談員（1 名募集）

場所：本庁舎 市民相談所　締切：1/31 ㈫（当日消印有効）

【業務内容】日常生活での悩みごとや困りごとの相談を受け、必

           要に応じて関係機関を紹介するなど、問題解決の助

           言を行う　　

【勤務時間】週 5日（30 時間勤務）　　

【報    酬】月額 116,593 円～　※期末手当は規定に応じて支給

【応募資格】相談業務の経験があり、パソコンの基本操作ができ

           る方

【応募方法】履歴書（3カ月以内に撮影した顔写真を貼付したもの）

           を郵送または持参　※資格がある方は、資格者証の

           コピーを添付

【応 募 先】市民生活課（☎ 381-1018）〒 067-8674 高砂町 6

学校業務主事 施設・環境維持（若干名募集）

場所：市立小中学校　締切：1/20 ㈮（当日消印有効）

【業務内容】校舎内外の環境整備（除雪機などの使用含む）、暖房 

　　　　　 設備などの運転・目視点検、教育委員会との連絡業務、

　　　　　 学校行事の運営支援に関すること

【勤務時間】週 5日（週 30 時間勤務）

　　　　　 ※始業終業は各学校により異なる　

【報    酬】月額116,593円～123,948円　

            ※期末手当は規定に応じて支給

【応募資格】就業経験1年以上で普通自動車運転免許があり、高卒

            以上の方

【応募方法】申込書（顔写真付き）を郵送または持参

【応 募 先】教育部総務課施設係（☎ 381-1143）

           〒 067-0074 高砂町 24-6

学校業務主事 印刷・来客対応（若干名募集）

場所：市立小中学校　締切：1/25 ㈬（当日消印有効）

【業務内容】印刷業務、来客対応、電話対応、消耗品などの在庫

　　　　　 管理、職員室・校長室・印刷室・トイレの清掃など

【勤務時間】週5日（週20時間勤務）または週5日（週27時間勤務）

           ※始業終業は各学校により異なる

【報    酬】時給 920 円～953 円　

           ※期末手当は規定に応じて支給

【応募資格】高卒以上で就業経験が1年以上ある方

【応募方法】申込書（顔写真付き）を郵送または持参

【応 募 先】教育部総務課総務係（☎ 381-1057）

　　　　　 〒 067-0074 高砂町 24-6

市史・行政資料担当専門員（1 名募集）

場所：情報図書館 市史行政資料室　締切：1/20 ㈮（必着）

【業務内容】市史関連資料の収集、整理、保存や情報の発信、問

           い合わせ対応、「えべつの歴史」執筆、編さん作業　　

【勤務時間】週 30 時間勤務

           （火曜日～日曜日の 8:45 ～ 17:15 の間でシフト制）　　　

【報    酬】月額 116,593 円～123,948 円（職歴に応じて月額を決

　　　　　 定）※期末手当は規定に応じて支給

【応募資格】資格要件なし

【応募方法】履歴書（3カ月以内に撮影した顔写真を貼付したも

           の）、江別市の歴史についての思いを 400 字詰め原稿

           用紙 2枚程度にまとめたものを郵送または持参

【応 募 先】市史行政資料担当（☎ 384-0202）　

           〒 069-0815 野幌末広町 7 江別市情報図書館内

図書館業務補助員（若干名募集）

場所：情報図書館または分館　締切：1/20 ㈮（必着）

【業務内容】図書館資料の貸出、返却や配架、整理、図書館の利

           用者への資料案内、そのほか図書館の業務一般　

【勤務時間】週 24 時間勤務

           （火曜日～日曜日の 9:15 ～ 19:00 の間でシフト制）　　

【報    酬】時給 920 円　※期末手当は規定に応じて支給

【応募資格】資格要件なし

【応募方法】履歴書（3カ月以内に撮影した顔写真を貼付したもの）

           を郵送または持参

【応 募 先】情報図書館（☎ 384-0202）〒 069-0815 野幌末広町 7
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生活保護医療扶助レセプト点検員（1 名募集）

場所：本庁舎　応募：1/6 ㈮～ 1/20 ㈮（必着）

【業務内容】生活保護制度における医療扶助のレセプト点検およ

　　　　　 び医療扶助事務の補助など

【勤務時間】週 30 時間勤務　　

【報    酬】月額 116,593 ～ 128,438 円 ※職歴（レセプト点検業

　　　　　 務の経験等）などに応じて報酬額を決定

【応募資格】診療報酬請求事務能力認定試験、医療事務技能審査

　　　　　 試験、医療事務管理士技能認定試験 医科および歯科、

           レセプト点検業務技能検定試験、医事コンピューター

           技能検定試験 2 級以上のいずれかを有し、職種問わ　

　　　　　 ず就業経験が 3年以上ある高卒以上の方

【応募方法】履歴書（3カ月以内に撮影した顔写真を貼付したもの）

           に資格証の写しを添付し、郵送または持参

【応 募 先】保護課（☎ 381-1029）〒 067-8674 高砂町 6

子ども家庭支援員（2 名募集）

場所：本庁舎　締切：2/10 ㈮（当日消印有効）

【業務内容】児童（0～ 18 歳未満）に関する悩みを抱えている保

　　　　　 護者などからの相談対応や電話、面接、家庭訪問の

　　　　　 ほか、必要に応じて関係機関との連携対応など　

【勤務時間】週 4日（週 30 時間勤務）　　

【報    酬】月額 155,767 円　※期末手当は規定に応じて支給

【応募資格】社会福祉士、精神保健福祉士、保健師、看護師いず

　　　　　 れかの資格と 3年以上の就労経験を有し、普通自動

　　　　　 車運転免許を持つ方

【応募方法】履歴書（顔写真を貼付し、応募職種を明記したもの）

　　　　　 と資格証の写しを郵送または持参

【応 募 先】子育て支援課子ども家庭総合支援担当（☎ 381-1236）

　　　　　 〒 067-8674 高砂町 6

【報    酬】日給 6,440 円　

           ※期末手当は規定に応じて支給、作業衣貸与あり

【応募資格】資格要件なし（経験不問）

【応募方法】履歴書（顔写真を貼付したもの）に希望職種を明記し、  

           郵送または持参　

           ※申込前に給食センター業務係へ問い合わせ必須

【応 募 先】給食センター業務係（☎887-8992または ☎ 382-5188）

           〒 069-0805 元野幌 741-2

【業務内容】学校給食調理補助業務

【勤務時間】8:00 ～ 16:00（月 15 ～ 16 日程度勤務）　

学校給食調理補助員（若干名募集） 
場所：センター調理場（元野幌）　締切：1/20 ㈮（必着） 場所：市立小中学校　締切：1/20 ㈮（必着）

学校給食配膳員・代替配膳員（若干名募集） 

【業務内容】①学校給食配膳員：学校給食配膳業務

           ②学校給食代替配膳員：学校給食配膳員が休暇を取っ

           た際に勤務

【勤務時間】10:25～14:30（月～金）　※各学校により異なる

【報    酬】①日給 2,300 円～2,990 円　②時給 920 円　

           ※作業衣貸与あり

【応募資格】資格要件なし（経験不問）

【応募方法】履歴書（顔写真を貼付したもの）に希望職種を明記し、

           郵送または持参　

           ※申込前に給食センター業務係へ問い合わせ必須

【応 募 先】給食センター業務係（☎887-8992または ☎ 382-5188）　

           〒 069-0805 元野幌 741-2

場所：子ども発達支援センター　締切：3/3 ㈮（当日消印有効）

【業務内容】児童の発達相談・発達検査、障がい児支援利用計画の

            作成補助

【勤務時間】週 1～4日勤務　※勤務日数は応相談　

【報    酬】時給 1,085 円～1,198 円　

           ※職歴などに応じて報酬額を決定

【応募資格】臨床心理士または公認心理師の資格、普通自動車運

           転免許を有し、パソコンの基本操作ができる方

【応募方法】履歴書（3カ月以内に撮影した顔写真を貼付したもの）

           に資格証の写しを添付し、郵送または持参

【応 募 先】子ども発達支援センター（☎ 384-3003）　

           〒 069-0811 錦町 14-87　総合社会福祉センター内

心理士（1 名募集） 障がい児の相談支援専門員（1 名募集） 

場所：子ども発達支援センター  締切：3/3 ㈮（当日消印有効）

【業務内容】障がい児支援利用計画の作成、障がい児童の相談業

           務全般

【勤務時間】週 4日（週 30 時間勤務）　

【報    酬】月額 163,587 円　※期末手当は規定に応じて支給

【応募資格】相談支援専門員の資格、普通自動車運転免許を有し、

           パソコンの基本操作ができる方

【応募方法】履歴書（3カ月以内に撮影した顔写真を貼付したもの）

           に資格証の写しを添付し、郵送または持参

【応 募 先】子ども発達支援センター（☎ 384-3003）　

           〒 069-0811 錦町 14-87　総合社会福祉センター内

心の教室相談員（若干名募集）

場所：市立小中学校　締切：1/27 ㈮（当日消印有効）

【業務内容】児童の居場所づくりや悩み相談などを行い、安定し

           た学校生活を送ることができるように支援する

【勤務時間】年 35 週、週 2回、1日 4 時間程度勤務

           ※日数・時間数は各学校により異なる　

【報    酬】時給 1,000 円

【応募資格】資格要件なし（カウンセリング講座修了者や教員経

　　　　　 験者など、相談業務経験がある方歓迎）

【応募方法】履歴書（顔写真を貼付したもの）に心の教室相談員

           に応募する旨を明記し、郵送または持参

【応 募 先】教育支援課（☎ 381-1409）〒 067-0074 高砂町 24-6

特別支援教育支援員（若干名募集）

場所：市立小中学校　締切：1/27 ㈮（当日消印有効）

【業務内容】①特別支援学級での児童生徒の生活介助

           ②通常学級での特別支援に関する教諭の補助

【勤務時間】週 5日以内勤務（週 29 時間以内）

            ※勤務時間は各学校により異なる

【報    酬】 時給 987 円（2年目 1,022 円、3 年目 1,085 円、4年

　　　　　 目1,123円）※週の勤務時間数により期末手当支給あり

【応募資格】①介護職員初任者研修、介護職員実務研修の修了者、介

            護福祉士、教諭免許（種類不問）または保育士資格を有し、

                           就労経験3年以上

           ②教諭免許（種類不問）を有し、就労経験 3年以上

【応募方法】申込書を郵送または持参

【応 募 先】教育支援課（☎ 381-1409）〒 067-0074 高砂町 24-6


